
 

 

 

曲紹介 
 

◆ プレリュード（「ハルモニウムの音楽」より） H. スマート 作曲 

コラール（「プレリュード、コラールとフーガ」より） C. フランク 作曲 

アンダンテ・カンタービレ（「第４オルガン交響曲」より） 
 C. M. ヴィドール 作曲 

フランクはベルギーで生まれ、フランスで活躍した作曲家です。オルガン曲を得意としたフ

ランクですが、今回演奏するコラールは彼の代表的なピアノ組曲「前奏曲、コラールとフ

ーガ」の中の 1曲です。アンダンテ・カンタービレはフランクの後任としてパリ音楽院で教授

を務めたヴィドールのオルガン交響曲に収められています。これらの２曲をそれぞれ転調

して組み合わせた楽譜を使用し、本日はさらにイギリスで教会音楽を手掛けたスマート

のオルガン曲を加えて演奏いたします。19世紀に活躍した 3人のオルガニスト兼作曲家

たちの曲がリコーダーの合奏でパイプオルガンのように響きます。 

 

◆ フーガ（「前奏曲とフーガ イ短調」より） J.S.バッハ 作曲 
原曲はバッハのオルガン作品。前奏曲の音型を彷彿とさせるフーガの美しい主題が滑ら

かに、刺繍のように展開します。流れ落ちるような下降音型の息の長い主題が自由な

形式で絡み合うのが聞きどころ、なのですが果たして・・・。最後はトッカータ風に盛り上

がり、唐突に終結を迎えます。 

 

◆ ６声のリチェルカーレ（「音楽の捧げ物」より） 
 J.S.バッハ 作曲（二村重和 編曲） 

バッハがプロイセンのフリードリヒ大王を訪ねた際、与えられた主題で即興でフーガを演

奏し、のちにその主題を基に曲集にまとめて献呈したのが「音楽の捧げ物」です。その中

でも対位法の最高峰のひとつとして燦然と輝く「６声のリチェルカーレ」。フーガとはいわず

にその古い呼称を使ったのも何か意味深。そんな幽玄な世界に挑戦します。 

 

◆ ３本のアルトリコーダーと通奏低音のための小四重奏曲 
A. スカルラッティ 作曲 

スカルラッティはバロック期イタリアの作曲家。オペラだけでも 100 を超える作品を残してい

ます。始まりは Adagio。ゆったりと流れる旋律を十六分音符のきらめきが彩ります。続く

Allegro は、素早いムーヴメントが次々と受け渡されるフーガで盛り上がります。ラストの

Minuetは、八分の三拍子のステップで軽やかに踊り終えます。 

 
◆ カプリオール組曲 P. ウォーロック 作曲 

1894年にロンドンで生まれ、36歳で自らその生涯を閉じたウォーロック 28歳の作

品。ルネサンス舞踏記譜法(T. アルボ著の手引き書)に収録されていた舞曲をも

とに作曲。アルボにダンスの教えを請う弟子の名カプリオールを曲名にとり、

1926 年に弦楽オーケストラ編成で出版されました。この曲は、記念すべき当団の

第一回目の演奏で演奏。当初からのメンバーには懐かしい演目です。 
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◆ 狂詩曲「スペイン」 A. E. シャブリエ 作曲 (矢沢千宜 編曲) 

この曲はシャブリエの代表曲です。シャブリエはフランスで役人を務めるかたわら、作曲者

として 1883年の初演によってその名声が確立されました。作品の全体はコーダを持つ三

部形式で、弦楽器によるピチカートの 3/8 拍子で始まります。リズムがハッキリしたところ

でスペイン風の旋律が現れます。この旋律を中心に曲は展開されます。フランス音楽の

ノリと 3拍子の中にある 2拍子のリズムから躍動感が生まれます。 

 

◆ パヴァーヌ W. バード 作曲 

鐘 W. バード 作曲 

バードは、ルネサンス時代に活躍したイギリスの作曲家です。「鐘（The Bells）」で

は、長さ 2対 1の比率で全曲にわたって繰り返される「ド」と「レ」の 2音が特徴的

です。これは教会の鐘の音を模倣したもので、それに乗って上声部が華やかに

展開します。元は鍵盤作品ですが、本日はリコーダー編曲版で、各声部の複雑

な絡み合いをお楽しみください。 

 

◆ リコーダー協奏曲ト長調 A. マルチェロ 作曲 
この曲はバロック後期の作品で原題「リコーダーアンサンブルと通奏低音のためのコンチェ

ルト」です。基は 4声をオクターブ違いの 2台が演奏しています。今日はリコーダー（ソプラ

ノ、アルト、テナー）とヴィオラダガンバの構成です。明るく・楽しく・軽やかな曲ですので、リ

ラックスしてお楽しみください。 

 

◆ バレエ音楽のための組曲 K. ミーリング 作曲 
ミーリングは現代ドイツの音楽学者、作曲家、チェンバリストです。本作は、全 18曲から

なる管弦楽編成の作品80 『バレエ音楽』を、自らリコーダーオーケストラのための組曲に

編成し直した作品です。このお方、リコーダーの使い方に容赦がないんですよね...でも、

なんとも言えない独特の響きが魅力的で、前回に続き選びました。 

リコーダー アンサンブル エスカルゴ 
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